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  大越 将司 会長 

地区大会、ありがとうございました。 

夜景をみながら、日本酒。ニコニコです。 

石田 英世 会員 

 20 年皆出席表彰ありがとうございまし 

た。これで今後休めます。 

斉藤 敏夫・吉原 久男 会員 

地区大会欠席して申し訳ありません。 

清宮 満巖 会員 

誕生日祝いありがとうございます。 

 

 

 

 

                           大越 将司 会⾧ 
 

            みなさん、こんにちは。霜降ということで、地域によって 
は霜が降り始めるころとなりました。朝晩は冷え込みますの
で、どうぞ温かくお過ごしください。 
 今週土・日曜日は、2790 地区の地区大会が、ホテルニュ
ーオータニ幕張で開催されました。ご参加頂いた会員皆様、
ありがとうございました。 
当日は、主催者・鵜沢ガバナーをはじめ、主賓として RI 会
⾧代理で 2008-2009 年度 RI 会⾧の李東建（D・K・リー）氏

をお招きして、約 1500 人が参加し、盛大に開催されました。 
参加者ほとんどがマスクを外して、ロータリーソング「奉仕の理想」を斉唱した際
には、「アフターコロナ。ようやく日常が帰ってきた。」と感じました。 
ただ、当クラブの参加者は欠席の方もあって、8 名と少なく 大変残念でした。 
私自身 会⾧として地区大会に参加したのは初めてでしたが、仲間が少ないのは心
細いと感じましたし、会⾧としての力がまだまだ足りないなと再認識致しました。 
 そんな私が 今回最も印象深かったお話は、東京飛火

と び ひ

野
の

RC 所属の水野 功 RI 理
事エレクトからお話し頂いた、『ロータリーモーメント』＝忘れられないロータリ
ーでの思い出でした。 
同氏は 1989 年に 35 歳でロータリーに入会し、先輩ロータリアンに「例会は絶対に
休むな」と指導されていいたそうです。 
したがって、例会に参加できない日はメイキャップを行っていたそうで、ある時
「どうせ参加するなら、食事がおいしいところが良いな」ということで、例会場が
あのホテルオークラ。 東京西 RC の例会に参加したそうです。 
名門クラブで当然知り合いの会員もおらず、完全アウェー状態で心細い思いをして
いたところ、70 歳位の SA の方が、「水野君、よく来てくれた。今日一日、私が君
をアテンドする。」と 実に丁寧に対応して下さったそうです。 
「ロータリアンには、こんなに素晴らしい方がいるのか」と感銘を受けたそうで、 
名刺交換すると、その方はクリーニングで有名な「白洋舎」の相談役・五十嵐 眞

まこと

氏だったとのこと。 
水野氏は「だから私は、いまでも白洋舎を愛用している」と話し、会場参加者の笑
いを誘っておりましたが、笑いを制止するように同氏は続けました。 
「これだけ立派な方が経営している会社だから、間違いないと思って使っていま
す」と。 
 ロータリークラブが発足した 1905 年当時のシカゴは、騙す騙されるが当たり前
で商売における道徳心もなく、社会が大変荒廃していたそうです。 
そんな時代に、「本当に信頼できる仲間」で交流しようと始まったのが、ロータリ
ークラブの起源だと伺っております。 
例会を始めとする様々な行事に参加し、会員が顔を合わせることで信頼関係が生ま
れ、今年度鵜沢ガバナーが掲げる「エンゲージメント」が育まれていくのだと感じ
ました。 
 今回の地区大会と終了後の懇親会は、私にとっても忘れられない『ロータリーモ
ーメント』となりました。次年度地区大会は、2025 年 2 月８・9 日開催予定です。
1 年半となりますが、みんなで次期石田・高野年度を盛り上げていきましょう。 
以上で、本日の会⾧挨拶といたします。 

例会日 10 月 25 日 10 月 4 日 

会員数 30 30 

出 席 18 17 

欠 席 12 13 
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出席率 80.00% 73.33% 
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清宮満巖会員おめでとうございます。 
 
 
 
開催日時：2023 年 11 月 18 日（土） 

9：30～13：00 
 

【参加予定者（敬称略）】 
⾧谷川・星野・堀本・石田・泉・吉原 
小髙・大越・斉藤(幸)・西岡・清宮(満) 
佐藤・関谷・四之宮・高野・山岸 
 
 
 
開  催  日：2023 年 11 月 26 日（日） 
配付時間 11：00～13：30 
食材などのご協力をお願い致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

開催：2023 年 10 月 21 日（土）・22（日） 於ホテルニューオータニ幕張 
 

銚子電鉄は 1913 年（大正 2 年）に地
元有志によって設立された銚子遊覧鉄
道を母体とし、第一次大戦中に廃線と
なった後、1923 年（大正 12 年）に復
活した地方鉄道です。 
当時は「銚子鉄道」の名称で銚子－外
川間をガソリン車で運行し、開業間も
ない 1925 年には早くも電化され、電
車が走るようになりました。 
しかし、第二次世界大戦で 1945 年、
銚子大空襲で車庫や変電所は被災し、
一時運行不能となりました。 
1948 年（昭和 23 年）に銚子鉄道は企
業再生整備法により、銚子電気鉄道と
して再発足し銚子鉄道から車両・施設
を引き継ぎました。 
通勤・通学、観光客のみならず、ヤマ
サ醤油の輸送業務を行う貨物路線とし
ても活躍していましたが、高度成⾧期
以降のモータリゼーションの波に押さ
れ、厳しい経営状況が続いています。 

昭和 40～50 年頃には 150 万人を数えていた利用者数も平成に入ると 100 万人を大きく割り
込み、昨今では 50 万人前後を推移する状況にあります。 
当社のこれまでの歩みは決して平坦なものではなく、数度に亘り廃線の危機に瀕し、その都
度、奇跡的な復活を遂げるという稀有な歴史を辿って来ました。 
平成 10 年、親会社の倒産により当社も連鎖倒産の危機を迎えましたが、副業で始めたぬれ
煎餅が多くのメディアに取り上げられ、副業売上げが本業を上回る形で危機を乗り切ること
ができました。しかし、平成 16 年には親会社の社⾧も兼ねていた当社代表の個人的な債務
をそのまま会社が背負うこととなり（形式的には社⾧による横領事件）、再び倒産の危機に
直面してしまいます。 
それまで必死に資金をつないで来たものの、債権者からはぬれ煎餅の売掛金を差し押さえら
れ、預金残高は減少を続け、復活への糸口は見出せないままでした。 
もとより鉄道事業を維持するためには膨大なコストが掛かります。 
鉄道収入が減っても、コストの急激な削減は困難なため、必然的に大きな赤字が発生してし
まいます。そこで多くのローカル鉄道は国や自治体から補助金を受けて鉄道事業を継続して
いますが、残念なことに当社の場合、先に述べた不祥事ゆえに、補助金等の公的支援を受け
られないという状況に陥っていたのでした。 

ぬれ煎餅ブーム、再び 
その頃、新たな資金調達が殆ど不可能であったため、何とかしてインターネットでのぬれ煎
餅の売り上げを増やそうと、当時の顧問税理士（現・代表取締役）が「銚電オンライン・シ
ョップ」を急ぎ作って立ち上げました。 
しかし当初の平均的な売り上げは１日 1 万円程度であり、過重な債務負担を考えると、もは
や焼け石に水でしかありませんでした。 
ところが・・資金繰りがいよいよ逼迫し、今月の給料がもう払えないところまで追いつめら
れた時、再び奇跡が起きたのでした。それは、当時の経理課⾧・山﨑勝哉（現・執行役員事
業本部⾧）が電車の運行維持のため必死で考えた「ぬれ煎餅買ってください。電車修理代を
稼がなくちゃいけないんです」という異例のお願い文に端を発した、再度のぬれ煎餅ブーム
でした。 
横領事件後に代表取締役に就任した小川文雄（故人）、労働組合委員⾧・常陸谷恭弘の連名
による緊急要請の冒頭文として、公式サイトにこの一文が掲載されるや否や、全国から銚電
オンライン・ショップに一万五千件もの注文が殺到し、これを契機として運行維持への弾み
がつき、最終的に倒産の危機を回避することができたのでした。 

デジタルの向こう側にアナログの温かい心がある 
インターネットというデジタルの世界の向こう側に、アナログな温かい人々の心がある・・
10 枚入りで 800 円を超えるぬれ煎餅は、決して安いものではありませんが、毎日たくさんの 
方々に購入して頂き、また励ましの言葉を戴きました。 
「銚子電鉄頑張れ」 
「鉄道の灯を守り続けてください」 
「銚子電鉄が頑張っているから、私も頑張らなくちゃ」・・・ 
そしてぬれ煎餅の購入のみならず、10 万人を超えるお客様がわざわざ銚子電鉄に乗りに来て
下さったのでした。 
これにより鉄道部門の赤字は減少し、副業の利益と合わせてようやく黒字基調に転換するこ
とができました。先の不祥事によって、公的支援の途を閉ざされた中、応援して下さるすべ
ての方々の温かい心こそが、私達「銚子電鉄」にとっての“補助金”そのものだったのです。 
時ならぬ“ぬれ煎餅”ブームを通じて私たちが学んだことは、「人と人はどこかでつながって
いること」、「苦しいときに助けを求めることは決して恥ずかしいことではないんだという
こと」、そして「最後の最後まで諦めないで頑張り続けることによってのみ結果が与えられ
る」ということでした。 
どんなに現状が苦しくても、最後まであきらめずに挑戦を続けることが銚電マンの真情であ
り、誇りです。この気持ちは今も社員全員の胸の内に生き続けています。 

      10 月誕生日祝い             地区大会（記念講演）を聞いて   小髙 徹 会員 

   ひすいかい子ども食堂開催 

     大網白里市産業文化祭 

     10/22(日)開催 地区大会 


